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比較表50-53ページ)
設計基準拡張の設備として，49条の主要仕様で
は格納容器再循環サンプ及び格納容器再循環サ
ンプスクリーンの主要仕様を記載しているのに
対し，50条の主要仕様では記載していない。条
文間の不整合が無いよう，設計基準拡張の主要
仕様として記載すべきものは何かを整理し，説
明すること。

R5.4.6 回答済
R5.5.9

ヒアリング

　49条，50条において，原子炉格納容器スプレイ設備は，重
大事故等対処設備（設計基準拡張）と位置付けて使用するこ
ととし，49条まとめ資料の9.2項にて既設置許可に記載のある
主要仕様を記載しておりますが、格納容器再循環サンプ及び
格納容器再循環サンプスクリーンは，主要仕様として記載さ
れない設備に該当しております。
49条においては，著しい炉心損傷前の対応手段が含まれてい
ることから，SA時においても格納容器スプレイ設備を再循環
運転をしますが，50条においては著しい炉心損傷後のSA対応
手段のみであるため，再循環運転をしません。
このため，49条においては格納容器スプレイ設備の再循環運
転を行うための設備として主要仕様を記載する必要があり，
格納容器再循環サンプ及び格納容器再循環サンプスクリーン
を使用しますが，50条においては再循環運転を行わないた
め，対象設備としては含まれず主要仕様として記載する必要
はありません。
　49条のおいて，格納容器再循環サンプ及び格納容器再循環
サンプスクリーンは，49条まとめ資料の9.2項の既許可記載を
変更せず， 49条まとめ資料の9.4項の主要仕様として記載す
るよう，記載箇所を修正いたしました。
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